
 

 平成２６年４月１９日（土）午後、慶應
義塾大学三田キャンパスにて、慶應義塾大
学ＳＦＣ研究所のデータビジネス創造・ラ
ボとＮＴＴコム･オンライン・マーケティ
ング・ソリューション株式会社が主催の
《データビジネス創造コンテスト》が開催
されました。コンテストは、大学共同利用
機関法人 情報・システム研究機構 統計数
理研究所の文部科学省委託事業「データサ
イエンティスト育成ネットワークの形成」
プログラムが共催し、アクセンチュア株式
会社、株式会社ブレインパッド、ＳＡＳ 
Institute Japan 株式会社、株式会社電通、
日経ビックデータラボが協力、独立行政法
人科学技術振興機構、情報処理学会情報処
理教育委員会、日本統計学会、応用統計学
会、データサイエンティスト協会が後援し
ています。 
ビックデータ時代を迎えて、データを活

用して未来を創造するデータサイエンテ
ィストの人材育成が活発になっているこ
とから、実際にデータを分析し、新たな知
の抽出や価値の創出を競う場として開催
されるコンテストです。個人でもチームで
も応募でき、高校生、大学生、大学院生の
皆さんが対象のコンテストです。 

審査委員長である慶應義塾大学環境情
報学部長の村井純教授の開会挨拶に続き、
主催者でもある同校ＳＦＣ研究所「データ
ビジネス創造・ラボ」代表の森川富昭准教
授によるコンテストの説明が行われまし
た。プレゼンテーションは全国から多数応
募された中から予選を通過した１２チー
ムによって行われました。前半は、熊本県
立玉名高等学校、岡山県立邑久高等学校、
長野県立屋代高等学校、千葉県立柏の葉高
等学校、芝浦工業大学柏高等学校という高
校生、また後半は、東京都市大学環境情報
学部情報メディア学科、立教大学経営学部、
九州工業大学、慶應義塾大学大学院経営管
理研究科、東京大学大学院情報理工学系研
究科、慶應義塾大学大学院健康マネジメン
ト研究科、早稲田大学基幹理工学部表現工
学科の順に行われ、審査が行われました。 
いずれもビッグデータ時代に、データサ

イエンティストを目指す応募者のデータ
との取組みを反映した素晴らしい内容で、
熱気さめやらぬ中、午後６時前、古谷知之
准教授の閉会の挨拶で終了しました。 
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我が国のインターネットの父、欧米で

は“Internet Samurai”の異名を持つ慶
應義塾大学の環境情報学部長の村井純
教授の開会挨拶で始まった《第１回デー
タビジネス創造コンテスト》は、全国か
ら予選選考後選ばれた５つの高等学校、

７つの大学・大学院のチームがプレゼン
テーションを行いました。 
 半世紀以上前、米国国防総省の国防高
等計画局＊１のＤＡＲＰＡネットに端を
発したインターネットの発達、パソコン
やデジタル機器、スマートフォンなど近
年の急激な発達がきっかけとなり、日々
数十億の Twitterによる“つぶやき”が

世界を駆け巡っています。先の東日本大
震災の際にはその“つぶやき”が大きな
社会現象となり、注目されました。 

それらの“つぶやき”を可能にしたの
がＳＮＳ＊２ですが、膨大な“つぶやき”
をリアルタイムで分析するツールとし
て開発されたのが主催者でもあるＮＴ
Ｔコム・オンライン・マーケティング・
ソリューションズの“Buzz Finder”で
す。蜂がブンブン飛んでいるような羽音
“Buzz”を分析すればリアルタイムで世
の中のニーズが解り、ビジネスチャンス
につながると考えた研究所の発案で企
画されたのがこのコンテストです。 
《第１回データビジネス創造コンテ

スト》は全国の応募者から集まった予選
アイデア審査が３月３日から６日の４
日間、慶應義塾大学三田キャンパスで行
われ、３月６日に予選審査結果が発表さ
れ、３月７日から４月１６日までが本選
データを“Buzz Finder”を活用しての
検証期間とされ、その結果が最終的なプ
レゼンテーションとして４月１９日の
この日の本番となったものです。 
予選突破から本番までの期間が短く、

かなりタイトなスケジュールですが、発
表では“Twitter”の特性とも言える即
時性が反映されてまさにリアルタイム
の検証が行われたことがプレゼンテー
ションに見ることができました。

＊１（通称ＤＡＲＰＡ：Defense Advanced Research Projects Agency） ＊２（ＳＮＳ：Social Network Service） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 最初の発表は遠路熊本

県立玉名高等学校の友田

さん、小川さん、三嶋さん

の３人で、テーマは《交通

一体化（  ）★～遅延が

発生した際の円滑な乗り

継ぎのために～》をプレゼ

ンテーションしました。 

検証期間中の電車事故

を対象に選んだ玉名高校

の皆さん“ＪＲ川崎駅の列

車横転事故”をテーマに

Twitterがどのような“つ

ぶやき”を交信しているか

を“Buzz Finder”を活用

して分析し、その交信量を

的確に把握すれば電車が

不通となって困っている

人の混乱解消につながる

のではと提案しました。 
 

 
 
２番目に登壇したのは

岡山県立邑久高等学校の

鵜島君、東山君、太田君の、

共に“花粉症”に悩まされ

ている３人がプレゼンー

ションを行いました。 

１９５０年代の大量の植

林や都市化、日本人の健康

志向が影響し、花粉症に悩

む人が増えたが、その原因

は何か、どんな花粉に影響

されるか、鼻に症状がでた

り、眼に症状がでる症状と

の関係はなどを分析、気温

や風速との関係はどうな

っているのか、地域差など

を考え、警報の出し方を工

夫すれば花粉症に悩む人

たちにとって役立つ情報

を発信できるのではとプ

レゼンテーションしまし

た。

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３番目は長野県立屋
代高等学校の市ノ瀬君、
坂口さん、堀口さん、若
林君の４人でした。 

 《花粉症患者のつぶや
きを社会の意思決定に
活かしたい》のテーマで
花粉症というつぶやき
と地図、天気をリンクさ
せれば傾向が分かるの
ではと試してみたが地
域ごとのズレが見られ
ないことが判明、「くし
ゃみと地域」や「くしゃ
みとスギ」で分析するな
どキーワードを変えて
取組み、どうやら男女で
違いがあることを発見
したとのこと。 

 こうした分析結果か
らビジネスが生まれる
のではとプレゼンテー
ションを行いました。 

 

 

 ４番目は千葉県立柏

の葉高等学校の船串君、

澤村君、中島君の３人。 

 少子高齢化の世の中

で１人あたりの医療費

の推移を見て“つぶや

き”を分析することで病

気のリスクを減らそう

という取組みでした。 

 偏った食生活や飲酒、

喫煙、ストレスなどと生

活習慣病の関係を“Buzz 

Finder”を使って分析し、

食事の際に何を食べた

のか、つぶやきデータを

収集し、健康管理を行う

Ｗｅｂサービス展開す

ることで生活習慣の改

善ができるとプレゼン

テーションを行いまし

た。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 ５番目は芝浦工業大
学柏高等学校の谷本君。 
 パワーポイントを自
分で操作し、プレゼンテ
ーションを始めました。 
 １年間かけて「Big Ri 
Data」というホームペー
ジを起ち上げた経験を
基に、検証期間中に現れ
易い現象を絞込んだ結
果、《桜の開花予報》に
たどり着いたと、九州か
ら北上する桜前線を追
いかけ、開花とクチコミ
件数とに関連があるこ
とを発見したと、関連を
「ピザと花見」をキーワ
ードに“Buzz Finder”
を駆使してリアルタイ
ムで分析した結果をビ
ジネスにとプレゼンテ
ーションしました。 
 
 

休憩を挟んで、今度は
大学生のプレゼンテー
ションに移りました。 

東京都市大学の荻原
君、西脇君、山下君で共

に就活中の３人が、ネッ
ト上の口コミから就活
生の本音を読み取るこ
とに取組みました。 

国内労働人口の減少
が心配される中、一方で
は入社３年以内の離職

率が高いという実態か
ら“Buzz Finder”を用
いて就活生の実態を調
べ、何をすべきなのかを
具体的に提示すると同
時に、企業からも先行の
厳しさや自己分析の大
切さなどを伝えるなど

より良い就職活動への
環境づくりをプレゼン
テーションしました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

続いて登壇した山下

さん、佐々木さん、大竹

さん、岡本さん、島袋君、

猿田君、江見君、浅倉さ

んの８人のグループは

「～スポーツイベント

および天候とツィート

数の関連分析～」をサブ

テーマに天候やイベン

ト、ニュース、テレビ番

組などによって、私たち

の気分の変化にどのよ

うに影響するか“Buzz 

Finder”を使ってリアル

タイムに“つぶやき”か

ら測定し、因果を掴むこ

とで「幸せあふれる社会

の構築に役立てよう」と

いうユニークなアイデ

アをプレゼンテーショ

ンしました。 
 
 
 

 世の中に数多くある
感染症はＳＡＲＳなど
劇症の場合には致命的

なものとなるため、その

対策には多くの困難が
伴います。 

そこで九州工業大学
の小柳君のテーマは「感
染症の拡大をどう防止
すれば良いのか」の視点
で、毎年繰返されるイン

フルエンザの流行を
“Buzz Finder”を活用
してＷｅb 上の「罹った」
と「治った」のデータに
絞込み、発症から逆算し
て急激な拡大を予測し、
防止するための武器と

して活用できないかを
提案するもので、極めて
実利的で有効なプレゼ
ンテーションでした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学生？ちょっと異
質ですが、慶應義塾大学
大学院経営管理研究科
の村上さんは企業在籍
経験を活かし“ Buzz 

Finder”を活用してソー
シャルメディアを解析
し《地域ブランド構築と
地域活性化のためのマ
ネジメント・サービス》
を実現しようと取組ん
だ事例をプレゼンテー
ションしました。 

 地域プロパティ、観光
資源プロパティなどを
活用し、旅行者の計画段
階から旅行中の人たち
への情報提供により、ヒ
ト・モノ・カネデータを
マッチングさせ、地域活
性化に役立てようとい
う提案でした。 

 

 

 《投稿数時系列データ

の「ベキ減衰モデル」を

用いた消費税増税の消

費者への影響の評価》を

テーマに東京大学大学

院情報理工系研究科数

理情報学専攻竹村教室

の株田君、藤山君、松井

さんの３人によるプレ

ゼンテーションでした。 

 ４月１日付けで実施

された消費税増税に前

後して Twitter への投稿

数がどのように変化し

たかを“Buzz Finder”

の特性でもあるリアル

タイムの情報収集・分析

する機能を活かした取

組みは、まさにビジネス

に活用できそうな面白

しろそうな内容でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ソーシャルメディ
アを使用した育児の実
態の把握と対応に関す
る分析～をサブテーマ
にプレゼンテーション
を行った慶應義塾大学
大学院健康マネジメン
ト研究科の芥川さん、佐
藤さん、毛利さん、渡辺
さんの４人、お一人は出
産を控えているとか、育
児を取巻く環境は厳し
く、切実なテーマです。 

 “Buzz Finder”の分
析機能を活用して「育
児」と「子育て」をキー
ワードにデータ収集す
ると４月上旬の４日間
で６万件ヒット、データ
マイニングを行たそう
です。ここから育児の苦
楽、悩みを共有できれば
と提案がありました。 
 
 
 ～コンビニ利用者の
選択やいかに～のサブ
テーマで板橋君、徐君、
三家さんの３人が取組
んだ発表です。 
“Buzz Finder”の特

性であるリアルタイム
でデータを分析する機
能を活用し、消費増税後
のセブンイレブン、ロー
ソン、ファミリーマート
の男女顧客の購買行動
がどのように変化した
のかを分析しています。 

 コンビニ業界のトレ

ンド分析、属性分析を行

い、評価した結果、お客

様の興味を向けるキャ

ンペーンの必要性など

を具体的に提案する素

晴らしいプレゼンテー

ションでした。 

 



 
 《データビジネス創造コ

ンテスト》の審査委員長の

慶應義塾大学環境情報学

部長の村井純先生。 

 
 慶應義塾大学総合政策

学部の國領二郎教授。 

 
慶應義塾大学環境情報

学部の植原啓介准教授。 

 
 統計数理研究所副所長

の丸山宏先生。 

 
 ＮＴＴコムオンライン

マーケィング・ソリューシ

ョンズ代表取締役の塚本

良江社長。 

 
 慶應義塾大学大学院政

策・メディア研究科の森川

富昭准教授。 

 
 慶應義塾大学総合政策

学部の古谷知之准教授。 

 
 慶應義塾大学大学院健

康マネジメント研究科の

渡辺美智子教授。 

 他にアクセンチュアの

工藤卓哉氏、保科学世氏、

ブレインパッドの佐藤洋

行氏、橋本武彦氏、ＮＴＴ

コミュニケーションズの

塚本良枝氏、ＳＡＳの森英

之氏、山下克之氏、電通の

有井和久氏、東京海上日動

の高橋祐治氏が審査に当

たりました。 

逆光？･･いや、ひょっとして

後光が差しているのかも･･･ 

 



 

 

 

 皆さん、そんな固い顔しないで、何時ものように大きな笑顔で行きましょう！！ 

左写真「皆さん、記念撮影しますから、早く並んで

下さい。」と大きな声でディレクターを務めたのが

《第１回データビジネス創造コンテスト》のＳＦC

データビジネス創造ラボを仕切る長谷川さん。 

慶應義塾大学データビジネス創造・ラボ事務局で

八面六臂の活躍をしている方です。 

最近、小さな字が

読めないのよ･･･ 

早く撮ってよって

足しびれてんの？ 

 



 

 

 この日一番緊張していたのは司会を
担当した林さんかも？ 

 他の審査員や応援団？の先生方、そし
て参加者の皆さんも、会場の全員が時間
を忘れて結構楽しんでいました。 

 会場を盛り立てたのは何といっても
設営係にはじまり、受付、マイク係、写

真係など、裏方を務めた皆さんでした。 

 あっと言う間に終わったコンテスト
はこの後、厳正な審査が行われました。 

 

 


